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 株式会社ブレインパッドは、伊藤忠商事株式会社と、生成 AI（ジェネレーティブ AI、注 1）を用いた

企業の業務変革や新規ビジネス開発支援を行う「生成 AI 研究ラボ」を共同設立することを発表いたし

ます。 

 両社は、伊藤忠商事の多種多様な業界向けビジネスにおける業務変革をテーマとして生成 AI の技術

検証・実証実験を行い、企業の生産性向上に資する業務改革やビジネス開発の支援に取り組んでまいり

ます。 

 

 目覚ましい進化を続ける生成 AI は、各産業のビジネスプロセスや事業そのものを大きく変化させて

いくことが予見されております。 

ブレインパッドと伊藤忠商事は、生成 AI の活用においても、両社の資本業務提携以来のポリシーで

ある「地に足のついた活用策」と「早期の実用化」を掲げ、生成 AI に関する研究・開発をさまざまな 

産業にて推進してまいります。両社は、その中でも特に、伊藤忠グループの強みである生活消費分野に

生成 AI に関する多くの活用機会が存在すると見込んでおり、同分野を主たるターゲットとして    

本取り組みを進める予定です。 

 

 まずは、ブレインパッドと伊藤忠商事が新たに設立する「生成 AI 研究ラボ」にて伊藤忠商事の    

全社員が生成 AI を気軽に活用できる環境を整備し、現場社員の生産性向上の検証を開始します。   

具体的には、情報漏洩を防ぐための IT 環境の整備や、正しいデータセットで学習された AI モデルの 

利用環境、現場社員が生成 AIを活用しやすいインターフェースや社内サポート体制を構築し、生成 AI

の実用化を目指します。 

また、将来的には、新規事業開発や伊藤忠グループの事業における生成 AI の活用も検討し、生活   

消費分野における顧客属性に合わせた最適な商品やサービスのレコメンデーション機能の提供、   

サービス内容の自動照会など競争力を高めるための施策を検討してまいります。 

 

■本取り組みにおけるブレインパッドの役割について 

 ブレインパッドは、創業来、「データ活用の促進を通じて持続可能な未来をつくる」をミッションに 

掲げ、一貫して「データ」を基軸に企業の経営改善を支援してまいりました。当社に所属する 200名超

のデータサイエンティストは、統計、数理科学、情報学などを基盤に、機械学習や深層学習、自然言語

処理技術のビジネス実装の実績を重ねております。生成 AI についても、すでに社内の研究プロジェ  

クトを立ち上げており、パートナー関係にあるグーグル・クラウド・ジャパン合同会社を招いた生成 AI

に関するウェビナーの企画や、日本マイクロソフト株式会社の AI パートナーとしての連携を活かし  

ながら、LLM（Large Language Models、大規模言語モデル）をはじめとする調査・研究を進めており

ます。 

  

ブレインパッド、伊藤忠商事と、生成AIによる企業の業務変革や 

新規ビジネス開発支援を行う「生成AI研究ラボ」を共同設立 
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 ブレインパッドは、社内の研究プロジェクトの活動と、伊藤忠グループの生活消費分野の現場に   

おける技術検証・実証実験を連携させながら、生成 AIの早期ビジネス実装を目指してまいります。 

 

■伊藤忠商事との資本業務提携における取り組みについて 

 ブレインパッドと伊藤忠商事は、2020年 11月の資本業務提携以降、その提携による双方のビジネス

拡充を 3つのフェーズに定義して推進しております。 

 

【第 1フェーズ】 

伊藤忠商事本体における DX（デジタル・トランスフォーメーション）の先進事例の創出と浸透 

 

【第 2フェーズ】 

「伊藤忠デジタル群戦略」と連動した伊藤忠グループ内外への DX支援事業の拡充 

（同グループの情報系中核事業との連携強化） 

 

【第 3フェーズ】 

第 1フェーズ、第 2フェーズのノウハウや経験値を活用した新規事業の開発、海外展開を含む新市場

への参入 

 

 資本業務提携以降、食品流通サプライチェーンにおけるデータを活用した発注・在庫・物流の最適化

や、消費者接点の強化などの成果を創出してきた第 1 フェーズは、2022 年度に当初計画した取り組み

を終え、現在は両社がビジネスパートナーとして連携し、双方の事業拡大を目的とする第 2 フェーズ   

および第 3フェーズに着手しております。 

 

 

（注 1）「生成 AI（ジェネレーティブ AI）」とは、画像、文章、音声、プログラムコード、構造化データ

など、さまざまなコンテンツを生成することができる人工知能のこと。大量のデータを学習した学習  

モデルにより、人間が作成するようなコンテンツを生成することができる。 

 

 

■ご参考情報 

●伊藤忠商事株式会社について https://www.itochu.co.jp/ja/ 

本社所在地：東京都港区北青山 2丁目 5番 1号 

設立：1949年 12月 1日 

代表者：代表取締役会長 CEO 岡藤 正広 

資本金：253,448百万円 

従業員数：4,187名 

事業内容：繊維、機械、金属、エネルギー、化学品、食料、住生活、情報、金融の各分野において、 

国内、輸出入および三国間取引を行うほか、国内外における事業投資など、幅広いビジネ

スを展開 

  

https://www.itochu.co.jp/ja/
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●株式会社ブレインパッドについて https://www.brainpad.co.jp/ 

（東京証券取引所 プライム市場：証券コード 3655） 

本社所在地：東京都港区六本木三丁目 1番 1号 六本木ティーキューブ 

設立：2004年 3月 

代表者：代表取締役社長 執行役員 CEO 高橋 隆史 

資本金：597百万円（2023年 3月 31日現在） 

従業員数：535名（連結、2023年 3月 31日現在） 

事業内容：データ活用を通じて企業の経営改善を支援するプロフェッショナルサービス、 

プロダクトサービス 

 

■お問い合わせ先 

株式会社ブレインパッド 

コーポレート本部 総務部 広報担当 

e-mail：marcom@brainpad.co.jp 

 

 

＊本ニュースリリースに記載されている会社名・商品名は、それぞれ各社の商標または登録商標です。 

＊本ニュースリリースに掲載されている情報は、発表日現在の情報です。 

 

以上 
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